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54.8 30.2 29.8 
47.4 26.0 26.4 
上流区間
39.0 19.5 20.6 
36.8 19.5 20.7 
中流区間
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下流区間
58.3 32.9 32.5 
50.8 29.8 27.8 
 上段：橋上，下段：飛び石上
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はほとんどなく，中流区間ではその差が大きいこ
とが確認できる。下流区間はその中間であるが，
前述のように数値としてのばらつきが大きい。
Ⅳ　清渓川の水辺空間の特性
護岸幅・護岸高の計測結果と，上中下流の各区
間における橋上および飛び石上の天空率・占空率
の分析結果から清渓川の水辺空間の特性について
考察する。
護岸幅・護岸高と天空率・占空率との関係につ
いては，一般的には護岸幅が広く，護岸高が小さ
いほど空間がより開放的になり天空率・占空率が
高くなる傾向にあると考えられる。しかし，清渓
川の上流区間においては，護岸高は相対的に大き
くないものの，天空率と占空率は，橋上，飛び石
上ともに数値が低く，両者に顕著な差異も認めら
れない。これは，上流区間はソウル市の都心部に
あたり，高層の商業・業務ビルなどが河川沿いに
建ち並んでいるため，護岸幅や護岸高といった水
辺空間構造の影響よりも周辺土地利用の影響を大
きく受けているものと考えられる（図11）。
一方，高い護岸が連続する三一橋からマルグン
ネ橋の中流区間は，橋上と飛び石上とでは，後者
の天空率が前者より10％以上低く，他２区間に比
べ相対的に水辺空間内の開放性が地上より低いこ
とが示された。占空率の差異も３区間では最も大
きい。中流区間の水辺空間内には，遊歩道やビオ
トープ，壁面の絵画や彫刻などのオブジェが設置
されており，これらは景観構成要素として魅力的
なものといえるが，空間の開放性という観点から
は，高い護岸の影響で天頂方向の閉鎖性が高いだ
けでなく，遊歩道を散策する人々の進行方向（目
線方向）に対しても視覚的な閉塞感を与えるもの
となっている（図12）。実際に当区間の飛び石上
に立つと，高い護岸の影響で両側のビルの壁以外
に周囲の都市空間の様子を見ることができず，ソ
ウル市の都市景観を構成する要素としての清渓川
の水辺空間が，周囲の都市空間とは断絶した不連
続な空間となっている感が否めない。
茶山橋からドゥムル橋の郊外の下流区間では，
天空率・占空率は，最大値と最小値の差が大きく，
数値がばらついており，橋上，飛び石上間で明瞭
な特徴や差異も見出せない。この要因としては，
下流区間では，護岸高は大きいものの護岸幅が広
く，周辺土地利用も高層の商業・業務ビルが集積
する都心に対して，中・低層のビルや住宅も含め
混在しており，建物の密集度も高くない（図13）
図11　上流区間の清渓川の景観
 （2007年3月　山下撮影）
図12　中流区間の清渓川の景観
 （2007年3月　山下撮影）
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ことが挙げられる。また，流路が湾曲している（図
１）ことから，占空率の撮影において正面に護岸
や建物が写る場合があるのも一因と考えられる。
つまり下流区間は，周辺の土地利用や河川の流路
の観点から，多様な河川景観を有するといえる。
Ⅴ　おわりに
以上，本研究では，2005年10月に復元事業が完
成した韓国ソウル市の清渓川を対象に，地上の空
間と半地下状の水辺空間の天空率・占空率を比較
することで，都市河川の水辺空間の開放性（閉鎖
性）を定量的，客観的に評価することを試みた。
その結果，清渓川の水辺空間を，その空間的特性
から上流，中流，下流の３区間に区分することが
できた。都心の上流区間は，護岸幅・護岸高から
みた河川空間構造よりも周囲の土地利用の影響
で，天空率・占空率ともに低い空間が形成されて
いる。中流区間では，高い護岸の影響で橋上の地
上空間に比して飛び石上の水辺空間の開放性が低
いことが明らかとなった。郊外の下流区間につい
ては，天空率・占空率からみた明瞭な傾向や特徴
は見出せず多様性を有することが示唆された。本
研究の分析結果から，より都市化が進展している
都心部ほど天空率・占空率が低く，この指標が水
辺空間とその周辺地域の都市化の程度を定量的に
表しうることが実証できた。
清渓川が全体的に地上から約５ｍ程度掘り下げ
られた半地下状の構造になっているのは，治水面
への配慮，すなわち都市型洪水を防ぐ排水路とし
て十分な機能を果たすことも復元事業の目的の
１つとされていたからである。とはいえ，特に中
流区間において，水辺空間が周囲の都市空間と高
い護岸で隔てられていることによる視覚的閉鎖
性は，周囲との調和性という観点から評価した場
合，マイナス要因であるといえる。日本の都市河
川を対象とした報告でも，親水空間は周囲の眺望
があり遮断する建物等が無い広い空間を有してい
ることが良い景観として評価されることを示して
いる（NPO 法人あらかわ学会，2004）。また，水
辺空間の親水性にとって，当該水域（水辺）に対
する周囲からの視認性が重要であり，その視認性
は当然，空間の開放性（閉鎖性）とも大いに関連
する。この点については，イメージ分析のような
主観的評価と，本研究のような客観的評価とが合
わさることで，より綿密な水辺空間評価ができる
ものと考えられる。
ソウル市では，清渓川復元事業に続く都市再開
発事業として，清渓川と交差する４つの南北軸を
設定し，それぞれ特色を持たせた地域づくりが計
画されており，その中で清渓川は４つの南北軸を
つなぐコリドーとして位置づけられている。この
再開発計画において，清渓川の水辺空間の親水性
を高めるために，より水辺空間の開放性を増し，
周囲の都市空間との連続性を持たせるような工夫
が施されることが望まれよう。
本研究は，護岸幅・護岸高を天空率・占空率の
説明要因として取り上げて分析・考察したが，今
後の課題としては，河川周辺の建築物等の情報も
加味しながら，都市の景観要素としての水辺空間
図13　下流区間の清渓川の景観
 （2007年3月　谷口撮影）
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の開放性（閉鎖性）を評価する方法論を確立する
ことが挙げられる。また本研究は，天空率・占空
率を指標として採用し，地上の都市空間との比較
において水辺空間の開放性（閉鎖性）を分析・考
察したものの，調査対象区間内における計測数値
の相対的比較において解釈するにとどまり，絶対
的な尺度（たとえば水辺空間の天空率・占空率が
何％以上なら，あるいは地上の都市空間との差が
何％以下なら開放空間であるという基準）は提示
しえなかった。これは他地域の都市河川における
同様な事例調査を蓄積していくことで可能になる
ものであり，この点も今後の課題としたい。
［付記］
本研究は，総合地球環境学研究所の研究プロジェク
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の影響（プロジェクトリーダー：谷口真人）」から研究
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（KED；Korea Environmental Disaster）にご協力いた
だき，黄　師智氏・玄　珖喆氏（建国大学理学部地理学
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だきました。以上記して感謝の意を表します。
注
1） なお，本研究において天空率とは，天頂方向に撮影
したデジタル画像において建物や樹木等に遮られな
い天空の占める割合とする。同様に占空率とは，あ
る地点から水平方向に撮影したデジタル画像におけ
る天空の占める割合とする。
文　献
李　明博著，屋良朝建訳（2007）：『都市伝説ソウル大改
造』マネジメント社．
李　龍太（2005）：清渓川再生プロジェクト．財団法人
リバーフロント整備センター編『川からの都市再生－
世界の先進事例から－』27-42，技報堂出版．
一ノ瀬俊明（2001）：都市河川における河川ヒートアイ
ランド抑制効果．河川，57（8），18-21．
一ノ瀬俊明・原田一平・片岡久美・李　龍太（2006）：
都市内大規模河川（ソウル市清渓川）の復元による大
気環境改善．環境システム研究，34，317-323．
伊藤克三（1976）：『日照関係図表の見方・使い方』オー
ム社．
NPO 法人あらかわ学会（2004）：『あらかわセミナー
2004　Part6　ある日のあらかわ一斉調査報告書』
NPO 法人あらかわ学会．
金　那英・畔柳昭雄（2005）：韓国釜山市の温泉川にお
ける河川環境整備と住民との係わりの変遷に関する
研究．環境情報科学論文集，19，145-150．
佐藤典人（2009）：水辺都市の気温分布と局地循環．法
政大学大学院エコ地域デザイン研究所編『法政大学
大学院エコ地域デザイン研究所2008年度報告書』21-
30，法政大学大学院エコ地域デザイン研究所．
谷口智雅（2008）：荒川下流域における魚眼レンズによ
る景観写真と河川空間イメージ．環境情報研究，16，
89-95．
清渓川文化館（2006）：『清渓川復元』ソウル歴史博物館．
坪井塑太郎・谷口智雅・宮岡邦任・朱　元曽（2003）：
中国上海市における河川環境事業の展開と居住者に
よる評価に関する研究．ランドスケープ研究，66，
585-590．
坪井塑太郎・萩原清子（2004）：都市における地震災害
リスク認知の特性と水辺空間活用に関する研究－東
京都区部を事例として－．環境情報科学論文集，18，
293-298．
西名大作・村川三郎・孟　廷宣（2008）：韓国清渓川に
おける河川利用行動特性に関する調査研究．日本建
築学会中国支部研究報告集，31．
日本建築情報センター（2004）：『実務最優先 Jw_cad4
で学ぶ天空率』エクスナレッジ．
黄　祺淵・邊　美里・羅　泰俊著，周藤利一訳（2006）：『清
渓川復元－ソウル市民葛藤の物語』日刊建設工業新聞
社．黄　祺淵・邊　美里・羅　泰俊（2005）：『プロジェ
クト清渓川　葛藤管理戦略』NANAM Publishing 
House．（韓国語）
松本　太・一ノ瀬俊明・白木洋平・李　龍太（2009）：
都市内河川の大規模復元による「風の道」の効果に関
する気候学的研究－韓国ソウル市清渓川を事例とし
て－．日本生気象学会雑誌，46，69-80．
三上岳彦（2009）：韓国・チョンゲチョン（清渓川）復元
によるヒートアイランド緩和効果について．環境技
術，38，487-490．
山下亜紀郎（2001）：金沢市における都市住民による
用水路利用と維持への参加．地理学評論，74A，621-
642．
山下亜紀郎（2003）：金沢市中心部における都市住民に
よる用水路景観の評価．地理情報システム学会講演
論文集，12，533-536．
